
　　特に注意していただきたいこと

水と豊かなくらしをむすぶ 川本ポンプ

強化樹脂製海水用自吸式ポンプ

カワホ－プ

　ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みになり、正しく安全にお使いください。
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　また、お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管

してください。

ＧＳＰ２形

　このたびは、ＧＳＰ２形自吸式ポンプ　カワホ－プをお買上げいた

だきまして、まことにありがとうございます。

取扱説明書

　本文中の関連箇所にも製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や

損害を未然に防止するための注意事項が記載されています。

　また注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取扱いをす

ると生じることが想定される内容を、「警告」「注意」の２つに区分しています。

　いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

　　警告：人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容。
　　注意：人が傷害を負う可能性および物的損害のみの発生が想定される内容。

１．修理技術者以外の人は、分解したり、修理や改造などを行わないでください。

　　修理に不備があると、感電や火災、漏水などの原因になります。

３．ア－スを確実に取り付け、電源側に専用の漏電しゃ断器を取付けてください。

　　漏電や感電、火災の原因になります。

２．お手入れの際は、必ず電源を遮断して電気がきていないことを確認してくだ

　　さい。感電やけがをする恐れがあります。

６．空運転（ポンプに水のない状態での運転）および、締切運転（ポンプ内での

　　水の流入、流出のない状態）は、しないでください。

５．鋼管を直接ポンプにねじ込まないでください。

　　フランジ及びケ－シング破損の原因となります。

４．樹脂部分に強い衝撃を与えないよう取扱いは慎重にしてください。

　　ポンプ故障の原因となります。

　　ポンプが高温になり、火傷や故障の原因になります。

Ｎｏ．８７１０４２２２ 
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製品の構成３

定格電圧の±１０％以内

ＧＳＰ２－４０，ＧＳＰ２－８０吸　込

揚 　液
海水等

２　仕　　様

０～６０℃

－６ｍ以内

３．１　構　造　図

ＧＳＰ２－５０

（注）有機溶剤にはご使用になれません。

陸上屋内設     　置　  　場     　所

電　源　電　圧　変　動

全揚程 －７ｍ以内

液　　　　　質

液　　　　　温

ＧＳＰ２－４０

平座金

キ－

樹　　脂

樹　　脂

ばね座金

シム

ベ－ス

モ－タ

ケ－シング

インペラ

水切つば

1

ケ－シングカバ－

弁体付角パッキン

ボルト

ナット

袋ナット

ガイドベ－ン

強化樹脂

ＳＵＳ３０４

パッキン

強化樹脂

強化樹脂

ゴ　　ム

ゴ　　ム

ゴ　　ム

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３１６

ＳＵＳ３１６

17

2
3
4

5

6

11
12

13

14

15
16

18

19

20
21

22

23

24 ＳＵＳ３１６

ＳＵＳ３１６

弁座付角フランジ

ニップル

キャップ

メカニカルシ－ル

No 名　　称 材　質

強化樹脂

ブラケット7

8
9

強化樹脂

強化樹脂

ＦＣ＋
ナイロン
コ－ティング

10

25

26

27

プラグ

パッキン ゴ　　ム

No 材　質名　　称

Ｏリング

ゴ　　ム

ゴ　　ム

リングパッキン

座金組込小ねじ

さら小ねじ ＳＵＳ３１６

ＳＵＳ３０４

１　はじめに

ポンプがお手元に届きましたら、下記をお調べください。

１．１　ご注文通りのポンプか、銘板を見てご確認ください。
　　　　　形式、口径、全揚程、周波数、相数、所要動力など

１．２　輸送中に破損した箇所や、ボルト・ナットなどのゆるみはないか、ご確認ください。
１．３　ご注文の付属品が全てそろっているか、ご確認ください。

不具合な点がございましたら、お手数でもご購入先へご照会ください<< >>

強化樹脂

注意

　決められた製品仕様以外では使用しないでください。
　感電や火災、漏水などの原因になります。
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３．２　標準付属品

部　品　名 数　量

バルブ用ソケット

ストレ－ナ

サ－モスタット押え

1

3 1

GSP2-50，GSP2-80
部　品　名 数　量

バルブ用ソケット

ストレ－ナ 1

3

GSP2-40

サ－モスタット 1

弁座付角フランジ

ニップル

キャップ

メカニカルシ－ル

Ｏリング

プラグ

No 名　　称 材　質

強化樹脂

樹　　脂

樹　　脂

モ－タ

吸込カバ－

補強板

ケ－シングカバ－

1

ケ－シング

水切つば

強化樹脂

強化樹脂 強化樹脂

ＦＣ＋ナイロン
コ－ティング

ゴ　　ム

ゴ　　ム

ＦＣ＋ナイロン
コ－ティング

2

3

4

5

7

9

10

11

12

13

14

No 名　　称 材　質

ＳＵＳ３１６

ＳＵＳ３１６

平座金

キ－

リングパッキン ゴ　　ム

Ｆ　　Ｃ

ばね座金

シム

ベ－ス

弁体付パッキン

ボルト

ナット

袋ナット

ＳＵＳ３０４

パッキン ゴ　　ム

ゴ　　ム

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３１６

ＳＵＳ３１６

18

15

16

17

19

20

21

22

23

24

25

ＧＳＰ２－８０

部　品　名 数　量

ＧＳＰ２－５０

ＳＵＳ３１６

ＳＵＳ３１６

弁座付角フランジ

ニップル

キャップ

メカニカルシ－ル

Ｏリング

プラグ

No 名　　称

リングパッキン

材　質

強化樹脂

ゴ　　ム

ＦＣ＋ナイロンコ－ティング

強化樹脂

ゴ　　ム

7

8

9

No 名　　称 材　質

モ－タ1

2

3

4

5

6 ガイドベ－ン

水切つば

インペラ

ケ－シングカバ－

ケ－シング 強化樹脂

強化樹脂

ゴ　　ム

強化樹脂

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23 シム

ベ－ス

キ－

ばね座金

平座金

袋ナット

ナット

ボルト

弁体付角パッキン

パッキン ゴ　　ム

ゴ　　ム

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３１６

ＳＵＳ３１６

Ｆ 　  Ｃ

ＳＵＳ３０４

樹　　脂

樹　　脂

8 ガイドベ－ン 強化樹脂

インペラ 強化樹脂6

３．３　特別付属品

部　　品　　名

０．４ｋＷ　三相制御盤　ＥＣＰ－０．４Ｔ

制御盤　ＥＣＰ－０．４Ｓ

制御盤　ＥＣＰ－０．７５

０．４ｋＷ　単相

適用出力

０．７５ｋＷ ５．５ｋＷ

部　　品　　名

３．７ｋＷ制御盤　ＥＣＰ－３．７

制御盤　ＥＣＰ－２．２

制御盤　ＥＣＰ－５．５

２．２ｋＷ

適用出力

１．５ｋＷ制御盤　ＥＣＰ－１．５

12 6 4 16 23 17 11 16 22
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　　（１）ポンプ部（モ－タを除く）は、内側に保温材を施した木箱等をかぶせてください。

　４．配管は、次のように行ってください。

吸水管をゴムホ－スにする場合は、

必ず吸込用（サクションホ－ス）を
用いフランジとの空気漏入のないよ

うに、しっかり固定してください。

配管の荷重がポンプにかから

ないように支持をいれる。

できるだけ短く曲りを

少くしてください。

支持

支

持

吸水管の先端には必ずストレ－ナをつ

けて異物が混入しないようにしてくだ

さい。

「電気設備技術基準」に従って

ア－スを取付けてください。

基礎コンクリ－トは、ポンプの質量に充分耐えるように、
又表面はできるだけ水平で凹凸のないようにしてください。

フランジ接合部を設けることをおすすめします。

分解・組立が容易になります。

２Ｄ以上吸水源

３０ｃｍ以上

管継手部は特に入念に取付、絶対に

空気を吸わないようにしてください。

　　（２）配管は、保温材を巻くか、地中に埋めてください。

　５．防寒対策

　鋼管を直接ポンプにねじ込まないでください。
　フランジおよびケ－シング破損の原因となります。

４　据　付・配　管

注意

　ウォ－タハンマ－が発生しないように配管してください。ポンプ破損の原因となります。

４．１　据付け前に

　１．モ－タの端子箱内の導体とア－ス（Ｅ）間の絶縁抵抗を測定して、２０ＭΩ以上あることをご
　　　確認ください。

　樹脂部分に強い衝撃を与えないよう取扱いは慎重にしてください。
　ポンプ故障の原因となります。

　１．ポンプは平坦で丈夫な場所に設置してください。

４．２　据　付

　排水処理、防水処理されていない場所には設置しないでください。
　水漏れが起きた場合、大きな被害につながる恐れがあります。

　２．水平に据付け、基礎ボルトでしっかりと固定してください。基礎ボルトは別途お買い求め下さい。

　　　基礎が水平でなく凸凹があると、ベースがねじれ故障の原因となります。

　３．このポンプは屋内用です。屋外で使用される場合は屋根等をつけてください。

警告
　据付は、取扱説明書に従って確実に行ってください。
　据付が不完全な場合、感電や火災、落下によるけがの原因になります。

吸込配管内に空気溜りができないように吸水面か

らポンプに向かって　１／１００　程度の上り勾
配にしてください。

D



　　　　取り付け方法は、次のように行ってください。

　電気工事は「電気設備技術基準」や「内線規定」に従って確実に施工してください。
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５　電気工事

　配線、接続に不備があると、漏電や火災の原因になります。

　ア－スを確実に取り付け、電源側に専用の漏電しゃ断器を取付けてください。
　漏電や感電、火災の原因になります。

警告

５．１　制御盤は、川本製（ＥＣＰ形：特別付属品）をご使用ください。

５．２　空運転および締切運転等の温度上昇防止のため、付属のサ－モスタットを必ず取り付
　　　　けてください。（ＧＳＰ２－５０，ＧＳＰ２－８０）

　　　　本体に取り付けてあるボルトを取りはずし、付属品のサ－モスタットと押えを組み合

　　　　わせて取り付けてください。

ＧＳＰ２－５０

GＳＰ２－８０

尚、サ－モスタットは保護装置ではありませんので、完全な保護は
できません。異常水温にならないよう十分注意してください。

ボルト

押え

サーモスタット

ボルト

押え

サーモスタット
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　空運転（ポンプに水のない状態での運転）、および締切運転（ポンプ内での水の流入、流

　出のない状態）はしないでください。ポンプが高温になり、火傷や故障の原因になります。

注意

６　運　　転

　１．電源を入れポンプの回転方向をご確認ください。ポンプの上部の矢印の方向と同じ（モ－タ側か

　　　ら見て右回転）であれば正回転です。三相電源で逆回転する場合は、電源を切って電源ケーブル

　　（１）漏電しゃ断器の容量、電源電圧、および配線が正しく行われているかご確認ください。

６．２　運転

　２．ポンプの呼び水：下図をご参照ください。

　　（１）ポンプカバ－を外し、呼び水口のプラグを取り外してください。
　　（２）呼び水口から、ケ－シング内が満水になるまで注水してください。

　　（３）呼び水が完了したら、プラグをしっかり締めてください。

注水

６．１　始動する前に

　１．結線の確認

　２．空気が排出されやすいように、吐出し側スル－ス弁を開けてください。（自吸運転）

　３．連続運転に入ります。

　　　数分間で揚水しない場合はポンプを止め、配管やポンプをご点検ください。（吸込管の横引きが

　　　長いと揚水に時間がかかります。

　４．１５分以上連続で自吸運転させないでください。その場合は一旦停止させ、ポンプ内の水を入れ

　　　換えてから再度運転してください。

　定格電圧以外では、使用しないでください。火災や感電の原因になることがあります。

　運転中はモ－タに触れないでください。高温になっている場合がありますので、火傷をす
　る恐れがあります。

　長期間ご使用にならない場合は電源を遮断してください。絶縁劣化による感電や漏電、火
　災の原因になります。

呼び水口
プラグ

　　　３本の内２本を入れ替えてください。



　ご購入先もしくは弊社サ－ビス店に点検あるいは修理を依頼してください。異常のまま運
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ＧＳＰ２－４０

適用機種 品　番 部品名 備　考

メカニカルシ－ル 16 ５０００時間

交換時の目安

ＧＳＰ２－５０

ＧＳＰ２－８０

30006510

30400317

30943010

31701410

30006610

30400559

30400318

31701510

30006710

30400320

30400132

30400565

30400317

31601410

Ｏリング　K220

パッキン

弁体付角パッキン 40

玉軸受（モ－タ）

メカニカルシ－ル 20

Ｏリング　P70

弁体付角パッキン 50

玉軸受（モ－タ）

メカニカルシ－ル 25

Ｏリング　K280

Ｏリング　G120

Ｏリング　P95

Ｏリング　K220

弁体付パッキン 80

玉軸受（モ－タ）

分解点検時毎

分解点検時毎

分解点検時毎

２～３年

５０００時間

分解点検時毎

分解点検時毎

２～３年

分解点検時毎

弊社指定サ－ビス店にご連絡ください

（3.7，5.5ｋＷ）

弊社指定サ－ビス店にご連絡ください

Ｏリング　K235

２～３年

分解点検時毎

５０００時間

分解点検時毎

分解点検時毎

分解点検時毎

分解点検時毎

８　分解・組立

警告
●修理技術者以外の人は、分解したり修理や改造を行わないでください。

　修理に不備があると、感電や火災、漏水などの原因になります。

７．２　消耗部品

７　保守・点検

電　圧 定格電圧の±１０％以内

確認事項 判　定　基　準

絶縁抵抗 １ＭΩ以上

電　流 銘板電流値以下

玉軸受（モ－タ）運転音・振動が初期より変化のないこと

　　モ－タの絶縁抵抗が１ＭΩ以下に低下した場合は、モ－タを修理するか新品と取り替えてくださ

　　　異常を早く発見するには、日々の変化を知ることが大切です。そのためにも運転日誌を付けら
　　れることをお勧めします。

点検の目安

毎　日

６月毎

７．１　日常点検

　下記の部品は消耗部品です。交換時の目安を参考に部品を交換してください。

30006610 メカニカルシ－ル 20 ５０００時間

弊社指定サ－ビス店にご連絡ください

（2.2ｋＷ）

　動かなくなったり異常（コゲ臭いなど）がある場合、直ちに運転を停止して電源を遮断し、

　転を続けたり、修理に不備があると、感電や火災、漏水などの原因になります。

警告

　お手入れの際は、必ず電源を遮断して電気がきてないことを確認してください。
　感電やけがをする恐れがあります。

ケ－シング　×　ガイドベ－ン

ケ－シング　×　ケ－シングカバ－

ケ－シング　×　ガイドベ－ン

ケ－シング　×　ケ－シングカバ－

ケ－シング　×　吸込カバ－

ケ－シング　×　補強板

ケ－シング　×　ガイドベ－ン

ケ－シング　×　ブラケット

　　い。
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８．１　メカニカルシ－ルの交換：下図をご参照ください。

　１．ＧＳＰ２－４０の場合

ブラケット　　とモ－タ　　は外さないでください。

（１）プラグ　　を外し、ケ－シング

　　　　　内の水を抜いてください。

（２）ブラケット　　とケ－シング

　　　を締付けているボルト　　及び、

　　　ナット　　を外してください。

（４）ケ－シングカバ－　　とガイド

　　　ベ－ン　　を締付けているさら

　　　小ねじ　　を外し、ガイドベー

　　　ン　　を取り外してください。

（５）袋ナット　　を外し、インペラ

　　　　　を取り外してください。

（６）メカニカルシ－ル　　を外して

　　　ください。

（７）新しいメカニカルシ－ルを取り

　　　付けてください。

（８）組立ては分解と逆の順序で行っ

　　　てください。

順　　　序 留意して頂きたい点

（３）ブラケット　　とベ－ス　　を

　　　締付けているボルト　　を外し、

　　　ブラケット　　を取り外してく

　　　ださい。

緩衝ゴムの外周を水で濡らすと挿入しやすくなります。

メカニカルシ－ルの挿入時には、摺動面を傷付けないよ

うご注意ください。

インペラ　  をケ－シングカバ－側に押えながら、袋ナッ

ト　　をゆるめると外しやすくなります。

各ボルト、ナットの締付けトルクは表１を参考にしてく

ださい。

Ｏリング　　、パッキン　　を新品と交換してください。

シムは、はずさずにそのまま使用してください。

　：ケ－シング×ブラケット

　：ブラケット×ベ－ス

　：ケ－シングカバ－×ガイドベ－ン

表１

締付けトルク（N・m）

4

７

２

インペラ　　が外れないときは、裏側に板状のものを２

枚差し込んで引き抜くようにしてください。
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　：ケ－シング×ケ－シングカバ－

表２

締付けトルク（N・m）

4

　２．ＧＳＰ２－５０の場合

ケ－シングカバ－　　とモ－タ　　は外さないでください。

（１）プラグ　　を外し、ケ－シング

　　　内の水を抜いてください。

（２）ケ－シングカバ－　　とケ－シン

　　　グ　　を締付けているボルト

　　　及び、ナット　　を外してくださ

　　　い。

（４）袋ナット　　を外し、インペラ

　　　を取り外してください。

（５）メカニカルシ－ル　　を外してく

　　　ださい。

（６）新しいメカニカルシ－ルを取り付

　　　けてください。

（７）組立ては分解と逆の順序で行って

　　　ください。

順　　　序 留意して頂きたい点

（３）ケ－シングカバ－　　とベ－ス

　　　を締付けているボルト　　を外し、

　　　ケ－シングカバ－　　を取り外し

　　　てください。

緩衝ゴムの外周を水で濡らすと挿入しやすくなります。

メカニカルシ－ルの挿入時には、摺動面を傷付けないよう

ご注意ください。

インペラ　　をケ－シングカバ－側に押えながら、袋ナッ

ト　　をゆるめると外しやすくなります。

各ボルト、ナットの締付けトルクは表２を参考にしてくだ

さい。

Ｏリング　　、を新品と交換してください。

シムは、はずさずにそのまま使用してください。

Ｏリング　　、を新品と交換してください。

ガイドベ－ン　　には、回り止めがありますので取付けに

注意してください。

インペラ　　が外れないときは、裏側に板状のものを２枚

差し込んで引き抜くようにしてください。
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　３．ＧＳＰ２－８０の場合

ケ－シングカバ－　　とモ－タ　　は外さないでください。

（１）プラグ　　を外し、ケ－シング

　　　　　内の水を抜いてください。

（２）ケ－シングカバ－　　と補強板

　　　　　を締付けているボルト

　　　を外し、ケ－シングカバ－

　　　を取り外してください。

（３）袋ナット　　を外し、インペラ

　　　　　を取り外してください。

（４）メカニカルシ－ル　　を外して

　　　ください。

（５）新しいメカニカルシ－ルを取り

　　　付けてください。

（６）組立ては分解と逆の順序で行っ

　　　てください。

順　　　序 留意して頂きたい点

緩衝ゴムの外周を水で濡らすと挿入しやすくなります。

メカニカルシ－ルの挿入時には、摺動面を傷付けないよう

ご注意ください。

インペラ　　をケ－シングカバ－側に押えながら、袋ナッ

ト　　をゆるめると外しやすくなります。

Ｏリング　　、を新品と交換してください。

シムは、はずさずにそのまま使用してください。

Ｏリング　　、を新品と交換してください。

ガイドベ－ン　　には、回り止めがありますので取付けに

注意してください。

取り外し用ボルトを均等に締め込めば、インペラ　　と一

緒に外れます。

インペラ　　が外れないときは、裏側に板状のものを２枚

差し込んで引き抜くようにしてください。
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上表を参考に調査されても正しく運転しないとき、また簡単に修理が行えないものは、購入先もしくは

ご連絡の際、ポンプの形式、製造番号、故障（異常）の状況をお知らせください。

11

９　故障の原因と対策

現　　象 原　　因 対　　策

モ－タが故障している モ－タを修理する

電源関係に異常がある 点検、修理する

単相結線になっている（三相の場合） 結線を正しく行うモ－タが回転しない

本文ペ－ジ

分解点検をし、異物を除去するストレ－ナが詰まっている

モ－タは回転するが水が出ない

規定吐出し量、規定揚程が出ない 実揚程が高すぎる 計画を再検討する

過負荷（過電流）になる

電圧の低下、各相のアンバランスが大きい 電源を調べる

インペラに異物が詰まっている

軸受が破損している 専門工場で修理する
ポンプが振動する

　その他、故障には予想外なことがありますが、異常を発見したら速やかに対策することが大切です。

弊社サービス店にご連絡ください。

コンデンサを取換える

配管が詰まっている 配管内部を点検し、異物を除去する

モ－タが不良である 専門工場で修理する

コンデンサが不良である（単相の場合）

分解点検をし、異物を除去する

インペラに異物が詰まっている 分解点検をし、異物を除去する

摺動部に異物等を噛み込んでいる

配管の損失が大きすぎる 計画を再検討する

インペラを交換するインペラが摩耗している

揚液の比重、粘度が大きい 計画を再検討する

専門工場で修理する回転部分が片当たりしている

分解点検をし、異物等を除去する

4
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